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医療安全管理室の活動                    

医療安全管理係長  森田 久美子 

 

１．年度別ヒヤリハット・アクシデント総数（セイフマスター・インシデント管理システム） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 安全文化の醸成に向け、ヒヤリハット０「ゼロ」レベル報告件数の増加活動及び０レベル報告

の情報提供と共有を目的にセイフティメッセージとして医療安全管理ニュースを 22 部発行した。 

前年度とより 0 レベルの報告件数の増加、0 レベルの報告率 50％を上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療安全管理室
医療安全管理係長　森田　久美子
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３． 患者影響レベル 3b 以上の転倒転落件数の減少に向け、多職種による転倒転落防止対策

チーム及び看護部リスクマネージメント委員会を中心に定期的に環境ラウンドを行

った。30年度患者影響レベル 3ｂ以上の発生率 0.011％で前年度と比較し変化なし 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

４．患者影響レベル 1 以上の患者誤認防止を目的に、強化月間を設けて朝の申し送り時の患者

確認標語の唱和及び患者確認の自己評価を行ったが、29 年度と比較し 15 件増加した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．医療安全対策地域連携加算Ⅰ取得に向けた体制を構築し、地域医療連携医療安全カンファ 

レンスを下記日程で実施し、医療安全管理体制の強化に向けて取り組んだ。 

  実施日 チェック対象病院 チェック病院 

医療安全管理加算Ⅰ 11 月 12 日 複十字病院 東京病院 

11 月 26 日 東京病院 複十字病院 

医療安全管理加算Ⅱ 12 月 29 日 滝山病院 東京病院 
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６．全職員対象の医療安全研修は、東京病院の医療安全ルールについて理解することを目的に、

インシデント事例より立案された再発防止対策を各部門で発表スライドを作成し、クイズ形式とし

た受講者参加型の研修方法を取り入れ実施した。アンケート結果より「理解できた 70.5％」「概

ね理解できた 29％」であった。また、受講率は、DVD 上映及び回覧も含め 100％達成した。 

医療安全研修と参加者数 

  開催日 研修テーマ 参加者数 

１ 2018/4/2   新採用者オリエンテーション 47 名 

２ 2017/4/26 5/1  安全なトランスファー（移乗）と車椅子操作について 40 名 

３ 2018/7/25 8/1 8/2 8/6  医療安全ウルトラクイズ 2018 
603 名 

（参加率 100％） 

４ 2018/9/6 知らないと本当に恐ろしいインスリンの話 90 名 

５ 2018/10/22 知らないと恐ろしい睡眠薬の話 79 名 

６ 2018/12/7 2019/1/10 コメディカル対象 BLS 研修 11 名 

７ 2019/1/25 1/31 2/5 2/7 医療安全ウルトラクイズ 2019 パート 2 
596 名 

（参加率 100％） 

 

７．「医師によるインシデント・アクシデントリポート提出ガイドライン」を決定し医療安全管理マニュ

アルⅠに新設した。医師による平成 30年度患者影響レベル３ｂ以上の報告件数 18件と前年

度と比較し 9 件増加し、報告する診療科も増加した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．「説明と同意に関する指針」を改定し、医療安全管理マニュアルⅠに新設した。手術、検査、処

置に必要な説明、同意書の内容を統一したフォーマットを作成し、各診療科に見直しを依頼し、

37 部の説明・同意書が医療安全管理委員会で承認された。  


